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中期環境⽬標２０３０／KPI （基準年２０１９年） ２０２２年⽬標 ２０２２年実績/結果 評価 中期環境⽬標２０３０／KPI （基準年２０１９年） ２０２３年⽬標

※ 2022年の延床⾯積は、2022年に竣⼯した中外ライフサイエンスパーク横浜と2023年閉鎖予定の鎌倉研究所・富⼠御殿場研究所がどちらも稼働しているので、⼀時的に⼤きくなっているため、２０２２年の延床⾯積当たりの実績は、⼀時的に減少しています。

項  ⽬ 項  ⽬

気候変動対策
（地球温暖化防⽌）

スコープ１＋２
ＣＯ２排出量削減

２０２５年：４０％削減
２０３０年：６０~７５％削減
２０５０年：排出ゼロ

２０２５年４０％削減に向けた削減計画の進捗状況のモニタ
リングおよび情報開⽰

ＣＯ２排出量 ６１，３４４トン
（２０１９年⽐４５．６％削減）

気候変動対策
（地球温暖化防⽌）

スコープ１＋２
ＣＯ２排出量削減

フロン類使⽤量削減
（基準年：２０２０年）

２０２５年：２５％削減
２０３０年：全廃

２０２５年２５％削減に向けた削減計画の進捗状況のモニタ
リングおよび情報開⽰

フロン類使⽤量 ５３，５２９トン
（２０２０年⽐２０．２％増加）

フロン類使⽤量削減
（基準年：２０２０年）

２０２５年：４０％削減
２０３０年：６０~７５％削減
２０５０年：排出ゼロ

２０２５年４０％削減に向けた削減計画の進捗状況のモニタ
リングおよび情報開⽰

スコープ１＋２
エネルギー消費量削減

２０２５年：５％削減 （延床⾯積あたり）
２０３０年：１５％削減 （延床⾯積あたり）

２０２５年延床⾯積あたり５％削減に向けた削減計画の進捗
状況のモニタリングおよび情報開⽰

エネルギー消費量 ２，３０１ＴＪ
延床⾯積あたり消費量 ５．３ＭＪ／㎡（２０１９年⽐３
１．８％削減）

スコープ１＋２
エネルギー消費量削減

２０２５年：５％削減 （延床⾯積あたり）
２０３０年：１５％削減 （延床⾯積あたり）

２０２５年延床⾯積あたり５％削減に向けた削減計画の進捗
状況のモニタリングおよび情報開⽰

２０２５年：２５％削減
２０３０年：全廃

２０２５年２５％削減に向けた削減計画の進捗状況のモニタ
リングおよび情報開⽰

２０３０年：３０％削減
２０３０年３０％削減に向けた削減計画の進捗状況のモニタ
リングおよび情報開⽰

サステナブル電⼒⽐率 ２０２５年：１００％
２０２５年１００％削減に向けた削減計画の進捗状況のモニ
タリングおよび情報開⽰

サステナブル電⼒⽐率 ８１．3％ サステナブル電⼒⽐率 ２０２５年：１００％
２０２５年１００％削減に向けた削減計画の進捗状況のモニ
タリングおよび情報開⽰

スコープ３（フライト、廃棄物等）
ＣＯ２排出量削減

２０３０年：３０％削減
２０３０年３０％削減に向けた削減計画の進捗状況のモニタ
リングおよび情報開⽰

全カテゴリのＣＯ２排出量 ２，２５１，２０５トン
（２０１９年⽐１３３．１％増加）

スコープ３（フライト、廃棄物等）
ＣＯ２排出量削減

２０２５年：３５％削減
２０３０年：７５％削減

２０２５年３５％削減に向けた削減計画の進捗状況のモニタ
リングおよび情報開⽰

循環型資源利⽤
（省資源・廃棄物対

策）

廃棄物排出量削減
２０２５年までに５％削減 （延床⾯積あたり）
２０３０年までに１０％削減 （延床⾯積あたり）

２０２５年延床⾯積あたり５％削減に向けた削減計画の進捗
状況のモニタリングおよび情報開⽰

廃棄物排出量 ４，１１２トン
延床⾯積あたり排出量９．５ｋｇ／m2（２０１９年⽐９．
３％削減）

循環型資源利⽤
（省資源・廃棄物対

策）

廃棄物排出量削減

営業⾞両総燃料使⽤量削減
２０２５年：３５％削減
２０３０年：７５％削減

２０２５年３５％削減に向けた削減計画の進捗状況のモニタ
リングおよび情報開⽰

営業⾞両総燃料使⽤量 ２２，７７０ＧＪ
（２０１９年⽐４７．６％削減）

営業⾞両総燃料使⽤量削減

２０２５年までに５％削減 （延床⾯積あたり）
２０３０年までに１０％削減 （延床⾯積あたり）

２０２５年延床⾯積あたり５％削減に向けた削減計画の進捗
状況のモニタリングおよび情報開⽰

廃棄物再資源化率向上 ― ９９％以上の事業所数のモニタリングおよび情報開⽰ 廃棄物再資源化率９９%以上を４事業所で達成 廃棄物再資源化率向上 ― ９９％以上の事業所数のモニタリングおよび情報開⽰

２０２５年までに５％削減 （延床⾯積あたり）
２０３０年までに１０％削減 （延床⾯積あたり）

２０２５年延床⾯積あたり５％削減に向けた削減計画の進捗
状況のモニタリングおよび情報開⽰

最終処分率低下 ― 産業廃棄物最終処分率：２％以下 産業廃棄物最終処分率 ０．１％ 最終処分率低下 ― 産業廃棄物最終処分率：２％以下

プラスチック廃棄物排出量削減
２０２５年までに５％削減 （延床⾯積あたり）
２０３０年までに１０％削減 （延床⾯積あたり）

２０２５年延床⾯積あたり５％削減に向けた削減計画の進捗
状況のモニタリングおよび情報開⽰

プラスチック廃棄物排出量 ５８８トン
延床⾯積あたり排出量１．４ｋｇ／m2（２０１９年⽐２３．
４％増加）

プラスチック廃棄物排出量削減

２０３０年：１５％削減 （延床⾯積あたり）
２０３０年延床⾯積あたり１５％削減に向けた削減計画の進
捗状況のモニタリングおよび情報開⽰

⽣物多様性保全
（環境負荷低減）

有害化学物質使⽤量（ＳＶＨＣ）削減
２０２１年以降、開発候補となる全ての⾃社品は、商⽤⽣産までに
ＳＶＨＣリスト化合物を使⽤しない製造プロセスを構築する

ＳＶＨＣ使⽤について、社内ガイドラインを制定 ＳＶＨＣ取扱い社内ガイドライン作成

⽣物多様性保全
（環境負荷低減）

有害化学物質使⽤量（ＳＶＨＣ）削減

⽔消費量（取⽔量）削減 ２０３０年：１５％削減 （延床⾯積あたり）
２０３０年延床⾯積あたり１５削減に向けた削減計画の進捗
状況のモニタリングおよび情報開⽰

⽔使⽤量 １，７４０トン
延床⾯積あたり⽔使⽤量 ４．０ｋｇ／m2（２０１９年⽐４
１．４％削減）

⽔消費量（取⽔量）削減

国内法を遵守

⽔質汚濁防⽌ ―
ＷＥＴ（Whole Effluent Toxicity）試験による排⽔測定の実
施（５事業所/年１回）

ＷＥＴ（Whole Effluent Toxicity）試験による排⽔測定の実
施（５事業所/年１回）

⽔質汚濁防⽌

２０２１年以降、開発候補となる全ての⾃社品は、商⽤⽣産までに
ＳＶＨＣリスト化合物を使⽤しない製造プロセスを構築する

ＳＶＨＣ使⽤に関するガイドライン推進状況のモニタリング

有害廃棄物排出量削減
２０２５年までに５％削減 （延床⾯積あたり）
２０３０年までに１０％削減 （延床⾯積あたり）

２０２５年延床⾯積あたり５％削減に向けた削減計画の進捗
状況のモニタリングよび情報開⽰

有害廃棄物排出量 １，１２９トン
延床⾯積あたり排出量２．６ｋｇ／m2（２０１９年⽐２．
４％減少）

有害廃棄物排出量削減
２０２５年までに５％削減 （延床⾯積あたり）
２０３０年までに１０％削減 （延床⾯積あたり）

２０２５年延床⾯積あたり５％削減に向けた削減計画の進捗
状況のモニタリングよび情報開⽰

― ロシュ⼿法を含む評価⽅法を調査し、導⼊を検討

環境マネジメント
システム

中外環境マネジメントシステムの質的向上 ― ＥＨＳ内部監査を４事業所以上で実施 ＥＨＳ内部監査を５事業所で実施

環境マネジメント
システム

中外環境マネジメントシステムの質的向上

環境影響総合指標導⼊ ― ロシュ⼿法を含む評価⽅法を調査し、導⼊を検討 環境影響総合指標の導⼊を検討 環境影響総合指標導⼊

―
ＥＨＳ内部監査を４事業所以上で実施
ＥＨＳ外部監査の体制確⽴

社外評価向上 ―
ＣＤＰ気候変動：Ａ評価取得
ＣＤＰ⽔セキュリティ：Ａ評価取得

ＣＤＰ気候変動：Ａ評価取得
ＣＤＰ⽔セキュリティ：Ａー評価取得

社外評価向上 ―
ＣＤＰ気候変動：Ａ評価取得
ＣＤＰ⽔セキュリティ：Ａ評価取得

環境パフォーマンスデータ算定範囲拡⼤ ―
環境パフォーマンスデータのカバー率１００％に向け、算定
範囲を研究・⼯場以外の海外⼦会社まで拡張

算定範囲を全海外⼦会社へ拡⼤し、環境パフォーマンスデー
タ カバー率１００％達成

環境パフォーマンスデータ第三者保証範囲拡
⼤

― 環境パフォーマンスデータの第三者保証範囲の拡⼤

ＲＥ１００加盟 ― ＲＥ１００加盟 導⼊⾒送り

年１回以上実施

廃棄物処理委託先の確認 ―
廃棄物処理委託業者現地確認率 ３年（２０２１−２０２３
年）で１００％以上

廃棄物処理委託業者現地確認率 ２年で７８％ 廃棄物処理委託先の確認 ―
廃棄物処理委託業者現地確認率 ３年（２０２１−２０２３
年）で１００％以上

⽣産拠点の⽔源保全活動 ―

―
ＷＥＴ（Whole Effluent Toxicity）試験による排⽔測定の実
施（５事業所/年１回）

排⽔中の化学物質（リン、窒素等）量削減 ― 国内法を遵守 国内法を遵守 排⽔中の化学物質（リン、窒素等）量削減 ―


